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1．UAV が注目される背景

 機に技術開発がਐΜͩU"V（UOmBOOFEܖར用をࣄ܉
"FSJBM VFIJDMF）の঎用ར用がࠃ಺֎で֦大している。
U"V に関して，現時఺でࡍࠃతに౷一されたఆٛ΍
規格はແ͘，そのݺশ΋，ແਓ機，ແਓඈ行ロϘット，
ドローン（DSoOF）なͲ様ʑͩ。機体΋ࣄ܉に用いら
れる਺ԯԁレϕルのϋイスϖックな΋のから，ָޘ用
్に開発された਺ઍԁから਺ສԁఔ度の؆қな΋の·
で幅広い。ແਓで航行するඈ行体全ൠを U"V とする
では，一ఆの自཯性能（ਓのૢ作ߘ方΋有るが，本ݟ
をհさͣࣄ前にࢦఆした௨りにඈ行する性能）を有す
る機体，及び঎用で用いられる機体を対৅とする。঎
用のU"Vは大·かにᶃݻఆཌྷ型（航空機にۙい形状），
ᶄϔリίプター型（ϔリίプターにۙい形状），ᶅマル
チローター型（ෳ਺のプロϖラを備える形状） の 3 ͭの
タイプに෼ྨされる（図─ 1 ，はࠓࡢর）。とりΘけࢀ
自཯ඈ行性能のਐ化，安ఆඈ行のҝのηンサー技術の
ਐ化，機体のখ型化といった঎用ར用をޙԡしする技

術開発がٸਐし，ར用用్が֦大している。Ճえてۙ
年はマルチローター型の機体を中৺に低Ձ格化の܏向
΋ݟられ，੄໺の֦がり΋ݟられる。"UV4*（"TToDJBtJoO 
GoS UOmBOOFE VFIJDMF 4ZTtFmT *OtFSOBtJoOBM ʗࡍࠃ
ແਓ機協会）は，2025 年຦にถࠃの U"V 関࿈ࣄ業
が໿ 8 ஹԁ·で֦大し，10 ສਓのޏ用を૑出すると
の༧ଌを発表。そのϙςンシϟルの大きさから「空の
産業ֵ໋」と΋শされる。

2．多様化する UAV の利用用途

ઌਐࠃを中৺にࠐݟޙࠓ·れる࿑ಇ力ෆ଍΍高ྸ化
なͲをഎܠに，ロϘット技術΁の期଴が高·っており，
現ࡏは多種のロϘット開発がਐ行している。その中で
とりΘけ U"V が注໨されているཧ༝の一ͭが，その
用における自༝度の高さである。U"V׆ の׆動ྖҬ
である空中では׆動の๦͛になる要ૉがগないことは
΋ͪΖΜ，機体と૊Έ合Θͤられるϖイロード（౥ࡌ
෺）がۃめて広ൣで，ϖイロードຖに多様な機能を備
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機に開発がਐΜͩܖ用を܉ U"V の঎用ར用がਐ行している。機体の高機能化，খ型化といった技術ਐ
化がޙԡしとなり，ө૾制作΍インフラ఺֐ࡂ，ݕ発ੜ時の状گ確認なͲ用్が֦大しͭͭある。一方で，
ਐ入۠ࢭېҬでのඈ行，ҧ๏なࡱӨ，མԼによるਓ਎΁のඃ֐といったトラブル΋報͡られ，๏制度の整
備΋ٻめられている。本ߘでは，U"V の技術ਐ化，঎用ར用の動向と共に，大खا業によるऔ૊΍規制
の整備動向なͲ，ޙࠓの注໨఺にͭいて΋ड़΂る。
キーワード：U"V，ドローン，空の産業ֵ໋，ࣾ会インフラ，֐ࡂ対ࡦ，༌送，航空๏

UAV（無人飛行ロボット）の 
ビジネス活用の動向と今後の注目点
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えられることが U"V のಛ௃であり༏Ґ఺である。ྫ
を͛ڍると，Χϝラを౥ࡌすると空ࡱ機ث，೶ༀを౥
ݕ఺，ثすると༌送機ࡌ঎඼を౥，ث෍機ࢄするとࡌ
用ηンサーを౥ࡌするとݕ査機ثなͲ，多様な形態で
用される。こうした׆ U"V の高性能化，ϖイロード
の多様化により用్がٸ速に֦大し，多͘のا業が
U"V ΁の注໨を高めている（表─ 1 র）。中で΋ࢀ
ઌ行して導入がਐΜでいるのが，ᶃ೶業，ᶄ空ࡱ，ᶅ
インフラ఺ݕの 3 ͭの用్である。日本では೶ༀࢄ෍
用్のϔリ型 U"V の導入が֦大しており，現ࡏ໿
3
000 ୆がՔಇ中とされている。一෦では空からの೶
地΍೶作෺のੜҭ状گといった新たな用్で΋׆用さ
れている。空ࡱ෼໺での׆用΋ਐΈ，2014 年のιチ
Өでࡱ技ڝ，輪ではޒ U"V が׆用され，ྟ৔ײの高
いө૾がੈք中に഑৴されたことで࿩୊となった。有
ਓ機からのࡱӨではࠔ೉なྖҬでの空ࡱが可能であ
り，低ίストでの空ࡱ΋可能であることから，ө૾制
作会ࣾ΍ςレϏ局が U"V の導入をਐめていること΋
報͡られている。これらө૾制作用్にՃえ，自વࡂ
֐ࡂ，発ੜ時の空からの状態確認なͲނࣄ΍大規໛֐
対ࡦ΍ٹॿを໨తとした U"V による空ࡱ΋࢝·って
いる。2011 年の東日本大਒ࡂ発ੜ時，2014 年の広ౡ
における౔࠭֐ࡂ発ੜ時，ޚባࢁの෾Ր時において，
্空からඃ֐状گを確認する໨తで U"V が౤入され

たこと΋໌らかとなっている。࿝ٺ化対ࡦがਐΉڮྊ
なͲのࣾ会インフラ΍，大規໛ނࣄなͲ΋報͡られる
プラントの఺ݕで΋ U"V の׆用がਐΉ。Ԥถでは，
U"V をར用したインフラ఺ݕをઐ業とする業態΋୆
಄し，日本では 2014 年にࠃ౔ަ௨省が実施したʰ࣍
ੈ୅ࣾ会インフラ用ロϘット技術・ロϘットシスςムʱ
の公ืにおいて，多਺の U"V 関࿈ا業がࢀըしたこ
と΋໌らかとなっている。

3．  UAV の普及により成長が見込まれるビジ
ネス領域

前ड़の௨り，U"V 本体の高性能化と U"V 用のϖ
イロードの多様化により U"V の用్が֦大してい
る。これに൐い，U"V に関࿈するϏδωス機会の૿
Ճ΋ࠐݟ·れている。U"V の機体΍ U"V に౥ࡌす
るηンサーの製଄・ൢച，U"V をར用した֤種サー
ϏスのఏڙなͲ，U"V が௚઀関༩するࣄ業ྖҬにՃ
え，U"V のૢॎに関Θるڭҭプログラムのఏڙ，機
体のϝンςφンス，อݥサーϏスなͲ，U"V の用్
֦大によりそのपลྖҬのࣄ業が成௕のஹしをͤݟて
いる（表─ 2 র）。日本でઌ行する೶業෼໺におけࢀ
る U"V ར用に関しては，طにൢചからڭҭ，ϝンς
φンスにࢸる一࿈の体ܥがߏஙされており，このよう
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用్ ར用形態

༌送・デリバリー
・཭ౡ，ַࢁ地，࣏安ѱ化地Ҭ，そのଞݥةな৔所΁の༌送
・ҩༀ඼΍݂ӷ等のٸۓ༌送，ऩ֭෺（೶作෺・海産෺等）等のଈ時ൖ送

ࡦ対֐ࡂ ・自વ֐ࡂ΍大規໛ނࣄ，ςロ等の発ੜ時の空からのඃ֐状گ೺Ѳ・ੜଘऀ確認

空ࡱ・ଌྔ
・Χϝラマンがཱͪ入ることの出དྷない৔所からのࡱӨによる൪૊・өը制作
・空ࡱը૾を用いた 2D�3D 地ਤの作成

఺ݕ・ϝンςφンス
ݕ所での఺ݸݥة，ྊ，ダム，大型プラント，送ిઢ等ڮ・
・高೤地，ྫྷפ地，有ಟ෺࣭のӨڹをडける৔所等，ྼѱな࿑ಇڥ؀での఺ݕ

೶業 ・空中からの೶ༀࢄ෍，೶作෺のੜҭ状گ確認
؅ཧࡐࢿ ・広Ҭにࡏࢄする঎඼΍ࡐࢿの空からの効率త؅ཧ（U"V をར用した୨Էし）

ࡧ備・૞ܯ・ࢹ؂
Өࡱ及びෆ৹ऀのࢹ有地の؂ࢲ・業ا，備ܯ等の広Ҭڥࠃ・
・ಀ๢൜の௥੻及びࡱӨ，ַࢁ地・थ海等での行方ෆ໌ऀ，ኼ኶࿝ਓの૞ࡧ

ཱྀ行・Τンターςイϝント
・ెาでは行けない৔所，ݸݥة所΁のԾ૝๚໰体験のఏڙ
・ςーマパークのΞトラクションとしてのར用
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෼ྨ ಺༰
サーϏスのఏڙ ଌྔなͲ・ࡱ空，ݕ備，インフラ఺ܯ・ࢹ؂ U"V をར用したサーϏスのఏڙ

ϖイロードのఏڙ Χϝラ，ηンサー，೶ༀ（ࢄ෍用装備）なͲ U"V ΁のొࡌ඼のൢച
機体のఏڙ U"V のൢച，レンタル，リース

サϙート・ΞフターέΞ U"V のमཧ・ϝンςφンス（෦඼のൢച），อݥのఏڭ，ڙҭプログラムのఏڙ
インフラのఏڙ U"V 発着スϖース（実験スϖース），څ油・ॆి設備のఏڙ
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なϞデルのଞ用్΁の応用，΋し͘はॾ֎ࠃ΁のల開
といった形でのϏδωス֦大΋ࠐݟ·れる。 ࣍ষで
ड़΂る௨り，U"V は自༝度の高い技術である一方，（自
動車・バイク等と同様に）ނࣄによるਓ΁のඃ֐といっ
たリスク΋಺แする。それނに，とりΘけނࣄ๷ࢭ，
安全確อに関Θるા置はॏ要ࢹされており，U"V の
ී及によりอݥ等पลࣄ業の֦大がฒਐすること΋༧
૝される。有力な航空機製଄業を๊え，U"V ෼໺の
開発で΋ਐΉフランスでは，U"V にಛ化したอݥサー
Ϗス΋طにൢചされるなͲ۩体తな動き΋ݟられてい
る。

4．  UAV の活用に伴うリスクと想定される対策

U"V の高機能化΍低Ձ格化により用్が֦大する
一方で，U"V のී及に൐うͭزかのݥة性΋ࢦఠさ
れている。աڈに発ੜしたトラブルのྫࣄ΋ؚめ，
U"V のϏδωス׆用におけるओなリスクとその対ࡦ
にͭいてҎԼに·とめる。

（1）落下による被害
かな݅਺では有るが，U"Vۇ のམԼによるਓとの

઀৮ނࣄ΋報͡られている。現状では U"V を঎用ར
用するا業の多͘は，ॅ୐地，঎業地なͲਓのいる৔
所でのඈ行を自ॗしているέースが一ൠతͩが，一෦
の U"V 製଄ا業はԿらかのトラブルにより機体がམ
Լを࢝めた৔合，自動ݕ஌してパラシϡートを開͘，
΋し͘はࠂܯ音を発する，といった対ࡦ΋ਐめている。

（2）航空機への影響（航空法など法規制への抵触）
U"V は技術తには航空機がඈ行する空Ҭ（日本の

৔合，地表からຌそ 300 m Ҏ্の空Ҭ）でのඈ行΋
可能ͩ。2014 年 5 月，ถࠃフロリダभでは U"V と
ΞϝリΧン航空の機体とのχΞミスが発ੜし，2014
年 7 月には，໊ݹ԰で航空๏のఆめるج४高度Ҏ্で
U"V をඈ行さͤたஉ性がॻྨ送ݕされるといったࣄ
৅΋発ੜしている。U"V のඈ行可能ྖҬに関しては
ੈք֤ࠃでルールのݕ౼がਐめられている΄か，ສが
一航空機とχΞミス状態になった৔合に U"V ଆでি
ಥ回ආするような機能の開発΋ਐめられている。

（3）プライバシー侵害
U"V に౥ࡌ可能なΧϝラの性能向্により，্空

から高ਫ਼ࡉなը૾がࡱӨ可能となっており，これがプ
ライバシーの৵֐にܨがるとのࢦఠ΋有る。ؖࠃでは
2014 年 3 月，北ே઱からඈདྷしたとਪఆされる，Χ

ϝラを౥ࡌした U"V が大౷ྖ෎্空をඈ行していた
ことが൑໌。そのޙ΋ݪ発なͲのॏ要ܯ備ڌ఺΍プロ
スϙーπ会৔の্空で U"V をඈ行さͤ，ڐ可のແい
৅΋ස発し，U"VࣄӨが行Θれるࡱ によるҧ๏性の
高いࡱӨ΁のݒ೦の੠΋高·っている。この఺はར用
ऀのϞラルに依るとこΖが大き͘，技術తな対ࡦはࠔ
೉であるため，໔ڐ・േଇ制度の導入をؚΉルール整
備，ൢച時におけるप஌పఈなͲӡ用面での対ࡦなͲ
が期଴されている。

5．有力企業による UAV 活用の動き

2014 年Ҏ߱，ੈքతに஌໊度の高い業քトップا
業による U"V ΁のऔ૊が૬࣍いで報͡られている。
ి機大खの (&（(FOFSBM &MFDtSJD）は発ిプラントの
อक用్で U"V を׆用することを発表。同ࣾによる
ถࠃの U"V 開発ا業に対する౤ࢿ΋໌らかとなって
おり，この෼໺΁のऔ૊には積ۃతͩ。ੴ油大खの
B1（BSJtJTI 1FtSoMFVm）は，ΞラスΧの油ాのパイ
プライン΍関࿈設備のҡ؅࣋ཧ，油ాपลのڥ؀調査
用に U"V を導入。ܞଳి࿩大खの T�MoCJMF（ドイ
πςレίムࡿԼ）は，௨৴用のమౝなͲのϝンςφン
ス用్に U"V の׆用を開࢝している。このଞ 2014
年には，ถࠃの൒導体大ख *OtFM，2VBMDomm ΍中ࠃ
業اサーϏスࡧݕ大の࠷ BBJEV（ඦ度）なͲが໊を࿈
Ͷ る U"V 用 の ι フ ト ウ Σ Ξ 開 発 プ ロ δ Σ ク ト

ʠDSoOFDoEFʡ΋発଍。スマートフΥン O4 としてੈ
քを੮רする "OESoJE のようなੈք共௨のプラット
フΥームとしてར用されることを໨ࢦし開発がਐめら
れている。

日本ا業では，ηキϡリςィ大खのηίムが，঎業
設備等のܯ備を໨తとしたマルチローター型のখ型
U"V を開発。ܯ備シスςムと࿈ܞし，ෆ৹ऀがݕ஌
された৔合に U"V がࡱӨし，ࢹ؂ηンターにリΞル
タイムのө૾を఻送する，といった形でサーϏスఏڙ
されるࠐݟΈͩ。同ࣾは 2020 年の東京ޒ輪開࠵をࢹ
໺に，௕時間かͭ広ൣғのࢹ؂が可能なඈ行ધ型の大
型 U"V の開発に΋着खするなͲ，この෼໺΁の注力
化をਤっている。このように，Ϣーβーサイドと開発
サイドの྆面で，ੈքతにӨڹ力の大きい大खا業の
ڝ業のاはこれらઌ行するޙࠓ，いでおり࣍入が૬ࢀ
合ا業を࢝め，ߋにࢀ入プレーヤーが૿Ճ，多様化す
ること΋༧૝される。
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6．今後の注目点

前ड़の௨り，ࠓࡢは U"V のར用用్が֦大すると
共に，それに൐うトラブル΋多਺報ࠂされている。こ
うしたഎܠ΋有り，ޙࠓは U"V に関Θるルールが೗
Կに整備されるか注໨される。ถࠃでは，U"V の঎
用ར用がݪଇࢭېである中，2014年6月，F""（FFEFSBM 
"WJBtJoO "EmJOJTtSBtJoO）がӳ B1 に対し，ΞラスΧ
における油ాパイプラインのࢹ؂用に U"V のར用を
΍ө૾ݕ可。Ҏ߱，গ਺では有る΋ののインフラ఺ڐ
制作なͲを行うا業にར用ڐ可が付༩されͭͭある。
Ԥभではࠃຖにج४がҟなる΋，C""（TIF CJWJM 
"WJBtJoO "VtIoSJtZʗӳࠃຽ間航空局）は U"V のॏྔ
ຖにར用ルールをఆめるなͲ，ਐΜͩྫ΋ݟられる。時
期はະఆながら，*C"O（*OtFSOBtJoOBM CJWJM "WJBtJoO 
OSHBOJ[BtJoO ʗࡍࠃຽ間航空機関）΋ U"V ར用のࡍ
の安全性確อ΍技術࢓様に関するルール整備に着खし
ていることが報͡られている。一方日本では，U"V
の঎用全ൠに関Θるルール作りに関しては۩体తな方
਑がఆ·っていない。そういった状گԼで注໨される

のが，日本における೶業෼໺での U"V ར用ルールな
Ͳ，๏制度の整備にઌ行してಠ自にఆめられた自ओ規
制（業քຖのӡ用規ଇ）の動向である。現ࡏ日本では，
ෳ਺の U"V 関࿈の業ք団体の設ཱ΋ݟられ，U"V
の঎用ར用ਪਐに向けてのࠃ΁のಇきֻけ΍業ք΍ར
用用్ຖのルール整備，ڭҭプログラムのఏڙ，といっ
た׆動をల開している。こうした動きにՃえ，U"V
のར用を૝ఆしたಛ۠制度の設置΋報͡られており，
様ʑな実ূが行ΘれるࠐݟΈͩ。着実にਐΉ技術ਐ化
と共に，こうしたར用ڥ؀の整備がՃΘることで，ࠓ
さらにޙ U"V の׆用ྖҬが֦大し，新ࣄ業の૑出΍
ࣾ会໰୊のղܾにݙߩしてい͘ことが期଴されてい
る。
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